






















総合商社における「

彼の労働の部分化、細分イヒ 片面化を否応なくも

たらしていく。

しかも、営業部門の業務は、その担当取扱商品

の購入と販売 (G_W_G)に 集約されているの
で、その商品の市況と仕様の概略をふまえ、取引

先と取引条件を定め、それにもとづいて、履行す

ることに尽きてくる。この取引にまつわる財務、

運輸、保険、通信などはそれぞれの非営業部門が

援護してくれるし、また紛争の予防や、万一発生

のさいの対処には、審査、法務、管理などの部門

の協力がえられる。したがって、日常的業務の累

積のかざりでは、単調化は避けられない。「 やり

がいがある」と大学卒業生が殺到するほどの総合

商社における基本的部分は、 こうした実態にある。

とくに婦人労働者にかんしていえば、彼女らへ

の会社の期待度か らして、男子に対するそれと全

く質的に異っている。お茶汲み、お使い、コピー

から書類作成、計算、記帳、事務連絡、接客など

に終始し、商社業務の基本に携わることはまずな

い。さきのA・ K・ ャングは、「 彼女たちは、普

通、結婚するために数年後には企業を離れる。 」

とのべていたが、むしろ、結婚しても、しなくて

も「 数年後には企業を離れる」ように半ば強いら

れ、あきらめさせ られるのが実態のようである。

(4)

総合商社の基本的 (第一次的 )機能であるとこ

ろの商品取引 (買いと売 り)のために、商品別、

地域別、業態別に「 人的資源 」が整然と配置され

ていることはすでに見た。彼らは、通常、営業

損益単位として、本部―一部 (店 )一一課、とい

うラインのもとに組織されている。

ところで、これ ら営業・損益単位 (と くにその

責任者 。長 )に とって必須の課題は、所与の人員

をもって、担当の商品 (群 )の売上げと利益計上

において、予算として設定された計画数字を確実

に (で きうれば超過 )達成することである。この

達成いかんによってこれ らの営業・損益単位の消

資本と労働 」の一考察

長・存廃 と、あわせて人事面における信賞必罰、

昇進いかんが決定されてくる。そして大多数の営

業・損益単位において、所定の予算数字を達成す

るならば、会社全体の決算も首尾よく締められる

が、そうでない場合は株式売■llや不動産売却によ

って穴埋めする等の対策を余儀なくされる。

このように各営業・損益単位は、「 独立採算」

制の もとにおかれ、その予算数字達成を巌しく追

求される。しかしその達成は必ずしも容易ではな

い。なぜなら、概して計画数字そのものが、過去

の実績にもとづいたり、一定のフィー ドバックを

経るものの、一方的・恣意的に定められがらだか

らである。そのうえ、取扱商品の国際・国内市況

の変動 (気象という自然現象か ら、内乱や政権交

代による政治・社会現象に至るまでの原因によっ

て )、 取引先の業容変化による与信限度の変更、

同業競争相手との角逐、さらには自らの部や課の

人員構成などによって、いわば "不安定・不透明 "

のなかでも無条件的に計画数字の実現が求められ

てくるからである。

そのため、内にあっては労働強化 (残業や休日

出勤 )と 精神的ス トレスが累積し、外に対しては

商機、商権(=商圏)を得るためのあらゆZ努力

が傾注される。必要などんな情報、 コネ、縁故が

生かされるのはもとより、奸計、籠絡、ひいては

大はロッキー ド・グラマン両事件にみられるよう

にときの総理大臣を買収してまでの汚職 もものか

は、 
は
商内づくり"のためには、 どんなところに

も押入っていく。 これを称して、総合商社内部に

抗しがたく充満している支配的イデオロギー、す

なわら
炊
重商主義 "な らぬ

撃
拝商主義 "と 名づけ

ることもできよう。この
R拝
商主義 "は、同時に、

社内外の競争における "優勝劣敗 "すなわち勝つ

か負けるかの “勝敗主義 "と 表裏一体、密接不可

分の関係にあって、商社マンたちの行動を律する

重要な原理 となっている。

こうして、激甚な競争をくぐりぬけて首尾よく
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